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災害に関する調査技術および調査データの活用 

近年，今まで経験したことがないような異常気象や大地震が頻発しており，それに伴って，豪雨時の堤防決壊

による洪水被害，地震による大規模な液状化被害，豪雨や地震に起因する土砂災害などの社会活動に甚大な被害

を与える自然災害が発生しています。災害発生後の復旧計画を立案・検討するためには早急な災害被害の把握が

必要であり，被害情報を迅速かつ正確に得るために様々な調査技術が開発されています。近年では，人工衛星や

ドローンといった最新 ICT技術を活用した調査技術の開発も進められ，発災直後の人間が入ることができない現

場の情報を素早く詳細に伝えられることから活用事例が増えてきております。 

このような背景から，本号では「災害に関する調査技術および調査データの活用」について幅広く紹介する特

集テーマを企画いたしました。災害調査・モニタリングにおける最新の研究や技術開発，また調査データの活用

方法・事例についてご紹介いたします。総説では，斜面や河川分野で注目される調査・モニタリング技術の現状

と課題，また 3 次元データの利活用について述べられています。2 編の論説ではそれぞれ，斜面災害リスク低減

に向けた情報収集・分析について，地震時液状化や豪雨・洪水災害の調査と実践事例についてご紹介をいただい

ています。6編の報告では，地盤傾斜計や干渉SAR，航空レーザ測量，UAVといった様々なモニタリング手法に

ついて，最新技術および活用事例をご執筆いただきました。 

本特集が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。 

（伊藤 真司，権 永哲，日下 拓也，齋藤 諒平，田口 岳志，野本 将太，馬目 凌） 
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